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	応用
	抗原情報
	背景
	ほとんどの細胞内タンパク質のタンパク質分解に関与する 20S コアプロテアソーム複合体の構成要素です。この複合体は、さまざまな調節粒子と会合することで、細胞内で数多くの重要な役割を果たします。2 つの 19S 調節粒子と会合して 26S プロテアソームを形成し、ユビキチン化されたタンパク質の ATP 依存性分解に関与します。26S プロテアソームは、細胞機能を損なう可能性のある誤って折り畳まれたタンパク質や損傷したタンパク質を除去し、機能が不要になったタンパク質を除去することで、タンパク質の恒常性の維持に重要な役割を果たします。PA200 または PA28 と会合した 20S プロテアソームは、ユビキチン非依存性のタンパク質分解を媒介します。このタイプのタンパク質分解は、精子形成 (20S-PA200 複合体) や MHC クラス I 提示抗原ペプチドのサブセットの生成 (20S-PA28 複合体) など、いくつかの経路で必要です。
	研究分野
	細胞生物学
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	PSMA4 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の PSMA4 のウエスタンブロット分析。
	

	PSMA4 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

